
 

 

 

 

 

 

 

「見えないけれど気付いて下さい」 

キリスト教センター長 藤倉哲哉 
 

 全国組織の学校の会議で役員などを精力的に務めていたある高等学校の教員が、体調不良を 

理由にしばらく会議を休むと聞きました。これまでは毎年のように会っていたので、とても 
ショックを受けてしまいました。 
 彼は私よりも年少ですが穏やかな人物で、支援が必要な生徒たちにいつも寄り添い、また 
学校の防犯や防災など、どちらかと言えば目立たない仕事にも熱心に取り組んでいました。 
ある会議の後で彼のカバンを見ると、赤地に白十字とハートの名刺大のタグをつけています。

いつもの明るい彼とヘルプマークはとても結びつきませんでした。マークのことは知識として知って 
いたので、どう声を掛けていいか戸惑いつつたずねると「普段は薬でコントロールしているが 
疲労が募ると調子が悪くなる」ということでした。しかも「駅で意識を失って倒れたことも 
あった」とサラッと付け加えたのを聞いた時は言葉を続けることができませんでした。 
みなさんは電車・バスなど交通機関の優先席とその表示をよくご存知でしょう。身体に障害が 

ある人や高齢者など杖を使う人、妊婦、乳幼児連れなどのシンボル（ピクトグラム）が使われて 

います。妊娠初期は見てもわからないことがあるのでマタニティーマーク（おなかに赤ちゃんが 
います）をつけた未来のお母さんを見かけることもありますね。 
ところで、みなさんは数年前にこの優先席の表示のなかに赤地に白十字の「ヘルプマーク」が 

加わったのに気がついていましたか。白杖（はくじょう）や松葉杖などは外見で身体の障害や支援が 
必要であることがわかりますが、義足・人工関節、循環器・呼吸器・腎機能障害など内部に 
障害がある場合は、体調が悪くても周囲にわかりにくいので必要な支援を受けられないことが 
あります。そこで、このヘルプマークをつけることで本人が支援を求めやすくして、また周囲にも 
配慮を呼び掛けようという趣旨です。 
 困っていても声に出せないことがあります。 
みなさんも、同じように困っているときに手を 
貸してもらったらうれしいですよね。一方的に 

助けるのではなく、いつでもみんなお互いさま。 
 
先生、また会議で会いましょう。 
快復を心よりお祈りしています。  
神さまの癒やしと恵みがありますように 

 

ひとくちメモ 善きサマリア人のたとえ （聖書の記述は｢新約聖書_ルカによる福音書 10:25-37」） 
 
強盗に遭い傷を負った旅人を通りがかったサマリア人が助けて自分の費用で介抱するという聖書の 

たとえから、義務がなくても救助が必要な人を見かけた場合は、ためらわずに手を差し伸べなさい 
という教えです。 
事故や急病で倒れた人がいたら｢どうしよう…｣と傍観者になり 

がちですが、善意による救助の場合は重大な過失がなければ、 
救助が成功しなかった場合でも刑事責任や民事責任(損害賠償)を 
負わないとされています。あなたも家族や親しい人の命を守るために 
AEDなどが使えるよう救急講習を受けてみませんか。 
 詳しくは地域交流･生涯教育センター（図書館となり）まで。  
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    ウクライナのための祈り    
正義と平和の神よ、

 

わたしたちは今日、ウクライナの人々のために祈ります。 

またわたしたちは平和のために、そして武器が置かれますよう祈ります。 

明日を恐れるすべての人々に、 

あなたの慰めの霊が寄り添ってくださいますように。 

平和や戦争を支配する力を持つ人々が、知恵と見識と思いやりによって、 

み旨に適う決断へと導かれますように。 

そして何よりも、危険にさらされ、恐怖の中にいるあなたの大切な 

子どもたちを、あなたが抱き守ってくださいますように。 

平和の君、主イエス・キリストによってお願いいたします。 

アーメン。 
 

ジャスティン・ウェルビー大主教 
スティーブン・コットレル大主教 

                            

A Prayer for Ukraine 
God of peace and justice, 

we pray for the people of Ukraine today. 

We pray for peace and the laying down of weapons. 

We pray for all those who fear for tomorrow, 

that your Spirit of comfort would draw near to them. 

We pray for those with power over war or peace, 

for wisdom, discernment and compassion to guide their decisions. 

Above all, we pray for all your precious children, at risk and in fear, 

that you would hold and protect them. 

We pray in the name of Jesus, the Prince of Peace. 

Amen. 
 

Archbishop Justin Welby 

Archbishop Stephen Cottrell 
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